
JP 2016-540653 A5 2017.11.16

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成29年11月16日(2017.11.16)

【公表番号】特表2016-540653(P2016-540653A)
【公表日】平成28年12月28日(2016.12.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-070
【出願番号】特願2016-533640(P2016-533640)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｃ   5/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｃ    5/08     　　　Ｚ

【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円盤状カッター本体（２２）と、そこに取り外し可能に保持された複数の支持パッド（
２４、２４’）と
を含む、カッター本体アセンブリ（２０、２０’）であって、
　前記カッター本体（２２）は、回転軸（Ｒ）と、前記回転軸（Ｒ）の周りでの回転方向
（ＤＲ）と、２つの対向する端面（２６ａ、２６ｂ）と、これら端面間に延在する本体周
囲面（２８）とを有し、および
　前記複数の支持パッド（２４、２４’）のそれぞれは、前記２つの対向する端面（２６
ａ、２６ｂ）のうちの一方から突出し、
　前記回転軸（Ｒ）に対して垂直な中間面（Ｍ）は、前記本体周囲面（２８）と交差し、
および２つの環状の平面（Ｐ１）は、前記中間面（Ｍ）の両側から第１の距離（Ｄ１）だ
け等距離でオフセットしており、および
　前記複数の支持パッド（２４、２４’）のそれぞれは、前記２つの環状の平面（Ｐ１）
のうちの一方と交差し、および前記カッター本体（２２）は、前記２つの環状の平面（Ｐ
１）のいずれとも交差しない、カッター本体アセンブリ（２０、２０’）。
【請求項２】
　前記本体周囲面（２８）が、前記複数の支持パッド（２４、２４’）と数が等しい複数
の円周方向に離間した本体凹部（３０）を有し、および
　前記中間面（Ｍ）は、前記複数の本体凹部（３０）のそれぞれと交差する、請求項１に
記載のカッター本体アセンブリ（２０、２０’）。
【請求項３】
　前記複数の本体凹部（３０）のそれぞれが、前記２つの対向する端面（２６ａ、２６ｂ
）の少なくとも一方に開口する、請求項２に記載のカッター本体アセンブリ（２０、２０
’）。
【請求項４】
　前記複数の本体凹部（３０）のそれぞれが、対向する両端面（２６ａ、２６ｂ）に開口
する、請求項２に記載のカッター本体アセンブリ（２０、２０’）。
【請求項５】
　前記複数の支持パッド（２４、２４’）の全てが同じ環状の平面（Ｐ１）と交差するわ
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けではない、請求項１～４のいずれか１項に記載のカッター本体アセンブリ（２０、２０
’）。
【請求項６】
　前記複数の支持パッド（２４、２４’）が互いに同一であり、および
　等しい数の支持パッド（２４、２４’）が、前記２つの環状の平面（Ｐ１）のそれぞれ
と交差する、請求項５に記載のカッター本体アセンブリ（２０、２０’）。
【請求項７】
　円周方向に隣接する２つの支持パッド（２４、２４’）が、異なる環状の平面（Ｐ１）
と交差する、請求項５または６に記載のカッター本体アセンブリ（２０、２０’）。
【請求項８】
　前記カッター本体（２２）が、前記複数の支持パッド（２４、２４’）を取り付けかつ
割り出すための複数のパッドポケット（４０）を有し、および各支持パッド（２４、２４
’）は、前記中間面（Ｍ）から第２の距離（Ｄ２）に配置された軸方向最外点（Ｎｏ）を
有し、および
　各支持パッド（２４、２４’）は、その関連のパッドポケット（４０）において割り出
し可能であり、前記第２の距離（Ｄ２）を増減させる、請求項１～７のいずれか１項に記
載のカッター本体アセンブリ（２０、２０’）。
【請求項９】
　前記第２の距離（Ｄ２）が前記第１の距離（Ｄ１）以上である、請求項８に記載のカッ
ター本体アセンブリ（２０、２０’）。
【請求項１０】
　各パッドポケット（４０）が、前記中間面（Ｍ）に対して非平行である平面的な座面（
４２）を有し、および各支持パッド（２４）は、互いに対向する上面および下面（４４、
４６）およびそれらの間に延在するパッド周囲面（４８）を有し、および
　各下面（４６）は、前記支持パッド（２４、２４’）の各割り出し位置においてその関
連の座面（４２）に当接する、請求項８または９に記載のカッター本体アセンブリ（２０
、２０’）。
【請求項１１】
　各支持パッド（２４、２４’）が、その関連の座面（４２）に対して垂直なポケット軸
（Ａ１）の周りで割り出し可能である、請求項１０に記載のカッター本体アセンブリ（２
０、２０’）。
【請求項１２】
　各座面（４２）が、前記中間面（Ｍ）と鋭角の第１の傾斜角度（α１）を形成し、およ
び
　前記第１の傾斜角度（α１）は、２０度未満の値を有する、請求項１０または１１に記
載のカッター本体アセンブリ（２０、２０’）。
【請求項１３】
　円盤状カッター本体（２２）に取り外し可能に保持できる支持パッド（２４、２４’）
であって、
　互いに対向する上面および下面（４４、４６）と、それらの間に延在するパッド周囲面
（４８）と
を含み、
　前記下面（４６）は、平面的であり、かつ前記カッター本体（２２）のパッドポケット
（４０）の関連の座面（４２）に当接するように構成され、および
　前記パッド周囲面（４８）は、前記上面（４４）と交差する上部（５０）を有し、
　前記上部（５０）は、パッド軸（Ａ２）の周りでＮ回の回転対称性を示し、および
　前記パッド軸（Ａ２）は、前記下面（４６）に対して非垂直である、支持パッド（２４
、２４’）。
【請求項１４】
　Ｎが少なくとも３の値である、請求項１３に記載の支持パッド（２４、２４’）。
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【請求項１５】
　前記上面（４４）が凸状であり、および工作物（７８）の機械加工面（７６ａ、７６ｂ
）と動作接触するように構成されている、請求項１３または１４に記載の支持パッド（２
４、２４’）。
【請求項１６】
　円盤状カッター本体（２２）と、そこに取り外し可能に保持される複数の支持パッド（
２４）とを含む、カッター本体アセンブリ（２０）であって、
　前記カッター本体（２２）は、回転軸（Ｒ）と、前記回転軸（Ｒ）の周りでの回転方向
（ＤＲ）と、２つの対向する端面（２６ａ、２６ｂ）と、それらの間に延在する本体周囲
面（２８）とを有する、カッター本体アセンブリ（２０）と、
　前記カッター本体（２２）に取り外し可能に保持され、かつ前記本体周囲面（２８）の
周りで円周方向に離間している、複数の切削インサート（３２）と
を含む、切削工具（７０）であって、
　前記回転軸（Ｒ）に対して垂直な中間面（Ｍ）は、前記本体周囲面（２８）と交差し、
　前記複数の支持パッド（２４）のそれぞれが、工作物（７８）の機械加工面（７６ａ、
７６ｂ）と動作接触するように構成され、および
　前記機械加工面（７６ａ、７６ｂ）は、前記回転軸（Ｒ）に対して垂直である、切削工
具（７０）。
【請求項１７】
　支持パッド（２４）の総数と切削インサート（３２）の総数とが等しい、請求項１６に
記載の切削工具（７０）。
【請求項１８】
　前記中間面（Ｍ）の両側から第１の距離（Ｄ１）だけ等距離でオフセットする２つの環
状の平面（Ｐ１）を有し、
　前記複数の支持パッド（２４）のそれぞれは、前記２つの対向する端面（２６ａ、２６
ｂ）の一方から突出し、かつ前記２つの環状の平面（Ｐ１）の一方と交差し、および
　前記カッター本体（２２）は、前記２つの環状の平面（Ｐ１）のいずれとも交差しない
、請求項１６または１７に記載の切削工具（７０）。
【請求項１９】
　前記複数の支持パッド（２４）の全てが同じ環状の平面（Ｐ１）と交差するわけではな
い、請求項１８に記載の切削工具（７０）。
【請求項２０】
　前記複数の切削インサート（３２）のそれぞれの動作切れ刃（８０）が、前記２つの環
状の平面（Ｐ１）の正確に１つと、また中間交点（ＩＭ）において前記中間面（Ｍ）と交
差する、請求項１８または１９に記載の切削工具（７０）。
【請求項２１】
　前記複数の動作切れ刃（８０）の全てが、同じ環状の平面（Ｐ１）と交差するわけでは
ない、請求項２０に記載の切削工具（７０）。
【請求項２２】
　前記カッター本体（２２）が、前記複数の支持パッド（２４）を取り付けかつ割り出す
ための複数のパッドポケット（４０）を有し、および各支持パッド（２４）は、前記中間
面（Ｍ）から第２の距離（Ｄ２）に配置された軸方向最外点（Ｎｏ）を有し、および
　各支持パッド（２４）は、その関連のパッドポケット（４０）において割り出し可能で
あり、前記第２の距離（Ｄ２）を増減させる、請求項１８～２１のいずれか１項に記載の
切削工具（７０）。
【請求項２３】
　回転軸（Ｒ）と、前記回転軸（Ｒ）の周りでの回転方向（ＤＲ）とを有する円盤状カッ
ター本体（２２）であって；
　前記カッター本体（２２）は、外側環状本体部分（２３）に接続される中心ハブ（３６
）と、２つの対向する端面（２６ａ、２６ｂ）と、前記２つの対向する端面（２６ａ、２
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６ｂ）間に延在する本体周囲面（２８）と、前記本体周囲面（２８）の周りで円周方向に
離間した複数のインサート収容ポケット（７４）とを含む、円盤状カッター本体（２２）
と；
　前記外側環状本体部分（２３）の軸方向外側に突出する複数の支持パッド（２４、２４
’）であって、各支持パッド（２４、２４’）は、前記本体周囲面（２８）の半径方向内
側に配置される、複数の支持パッド（２４、２４’）と
を含む、カッター本体アセンブリ（２０、２０’）。
【請求項２４】
　前記支持パッド（２４、２４’）が、前記対向する両端面（２６ａ、２６ｂ）の前記外
側環状本体部分（２３）に設けられ；および
　前記支持パッド（２４、２４’）のそれぞれは、前記対向する端面（２６ａ、２６ｂ）
の一方に形成されたパッドポケット（４０）に取り外し可能に保持される、請求項２３に
記載のカッター本体アセンブリ（２０、２０’）。
【請求項２５】
　請求項２３に記載のカッター本体アセンブリ（２０、２０’）と；
　前記インサート収容ポケット（７４）に取り外し可能に保持された複数の切削インサー
ト（３２）であって、各切削インサート（３２）は、動作切れ刃（８０）を有し、前記切
削インサートは、集合的に、前記切削工具（７０）のスロット幅（Ｗ）を規定する、複数
の切削インサート（３２）と
を含む、切削工具（７０）であって、
　前記支持パッド（２４、２４’）は、前記対向する両端面（２６ａ、２６ｂ）の前記外
側環状本体部分（２３）に設けられ；および
　前記支持パッド（２４、２４’）は、集合的に、前記スロット幅（Ｗ）に対応する軸方
向範囲を有する、切削工具（７０）。
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